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Hb 変異種はこれまでに世界で400種以上報告されているが，その変異の内容はほとんどの場合， Hb 
を構成する 2 種類のグロビンサブユニットのうちの一方における 1 個のアミノ酸置換である。 Hb には
成人型 (Hb A:α2β2' HbA 2 :α2δ2 )と胎児型 (Hb F:α2 r 2) があるが，胎児型 Hb 変異種
(正しくは 7 鎖変異種)は40種ほどしか発見されておらず，その頻度に関するデータは少ない。これは






を試料とする異常 Hb 検出法を考案した。即ち，乾燥漉紙血液を 3 mm径に切抜きメルカプトエタノール
10%を含む7.5M尿素溶液中に 1 時間静置する。これでヘモグロビンのサブユニットは互いに解難し，
へムもはずれる。その溶出液を薄層ポリアクリルアミドゲル(尿素を含む)等電点電気泳動により分析








この方法によって80.000人の新生児をスクリーニングしたところ， 18人に α 鎖変異種， 55人に 7 鎖変













ンを抽出し質量分析法で一次構造解析を行った結果， 25人に Hb F Yamaguchi, 2 人に Hb F Iwata, 
4 人に Hb F Fuchu (新種)， 1 人に Hb F Minoo (新種)， 1 人に Hb F Kotobuki (Hb F Izumi) (新
種)を同定した。(残りの 3 人については未決定)そして Hb F Yamaguchi が日本人においては 1/2 ，
100という高頻度であることがわかった。
〔総括〕






日本人には Hb F Yamaguchi が高頻度に存在することを明らかにし，さらに 2 種の新しい変異種を発
見した。これは胎児型ヘモグロビン変異種の実態に新知見を加えたものであるO
λ斗ムワi? ?
